
連合大阪地方ユニオン 大阪地域合同労働組合 ユニオンニュース No.84 2025年6月号

ユニオンニュース・掲示回覧用

労働関係セミナー29人以下でも612,000の一時金（約2.5か月）
6/26（木）　18：30～
 エルおおさか5階研修室2

「なぜ労働組合が
　　　　　必要なのか」
～憲法から見る
　労働組合の必要性とは～
　講師　山中有里弁護士
　　　（連合大阪法曹団）

初心を見なおす内容です。
どうぞご参加下さい。

夏の一泊研修会
日程と場所だけ決まりました！

日時　2025年8月23日（土）

　　　　　　　  ～24日（日）

場所　ユニトピアささやま

　　　兵庫県丹波市篠山市矢代231-1

連合大阪地方ユニオン

　恒例の一泊研修会ですが、久し

ぶりのユニトピアささやまです。

　まだ、テーマについては決定し

ていませんが、多数の参加をお願

いします。　

　来月上旬に案内しますので、し

ばらくお待ちください。

大阪府労働環境課が、6月4日にまとめた府内の夏季一時金要求・回答・妥結状況は
以下のとおりです。

29人以下 21 599,307 17 612,086

30から99人 35 502,213 26 634,875
100から299人 68 638,492 62 634,875

124 593,390 105 600,787
88 755,709 80 738,630
93 826,861 88 830,842

うち、妥結 妥結額

299人
以下の
内訳

企業規模（従業員数）
集計組
合数

回答額（円）

299人以下
300から999人
1,000人以上

単純平均で2％、14,234円アップ。加重平均では4.5％、34,847円アップでした。

19兆円の請求書！？止まらない核燃料サイクル
核燃料サイクルは1954年に2億3500万で予算化。
　2003年には2億が4671億円となりまし

た。そして六ケ所村の軽水炉再処理工場の建設
費用は現在の見積もりで2兆2000億円。そしてこ
れを実際動かすと総額19兆円のコストになること
が明らかになりました。
　元の燃料（ウラン）の購入価格より再処理によっ
て25％～40％のコストに抑えられるとして、始ま
ったようですが、一方で再処理によって放射性廃
棄物の体積は増えることが指摘されています。
　19兆円のコストを考えれば、この核燃料サイク
ルは「合わない」ことが明らかです。

　原発建設時に地元住民に再処理工場に廃

棄物を搬出すると約束しています。そのた

めに再処理（核燃料サイクル）をやめるわ

けにはいかないということです。

　すでに高速増殖炉用の再処理はもんじゅ

の事故を受け、ほぼとん挫しています。回

収したウランとプルとニウムからMOX燃料

を取り出し、軽水炉の一部の原発で使用さ

れていますが、MOXからでるプルトニウム

は被爆の危険が大きく、またその再処理は

難しく、6ヶ所村ではできません。

原発地元と使用済み燃料の排出を約束
核兵器廃絶

1000万署名に

　　ご協力を！
　戦争の拡大により核爆
弾の使用が懸念されてい
ます。連合では1000万署
名を目指して、核兵器廃
絶署名運動を展開してい
ます。ご協力をお願いし
ます。


